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1. Autodesk Shared Reference Point とは？ 

Autodesk Shared Reference Point とは Subscription特典として提供される機能です。 

AutoCAD Civil3D上で設定した位置と標高を外部ファイルとして書出し、Revitに取り込む事で構造物や建物の

データに座標を与えることが可能です。 

Revitから DWGや NWC、FBX を出力することで、Civil3D や InfraWorksに正しい位置でモデルを配置するこ

とができます。 

 

・Autodesk Shared Reference Pointのダウンロード 

Autodesk Shared Reference Pointは Autodesk Accountからダウンロードすることが出来ます。 
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・Autodesk Shared Reference Pointのインストール 

Civil3D用と Revit用をそれぞれインストールします。 

 

 

2. Civil3D上でモデルの配置場所の設定と座標ファイルの書出し 

Step1：Ciivl3D を起動し、サンプルデータ「SRP_Training.dwg」を開きます。 

赤でハッチングされた場所に Revitで作成したモデルを配置します。 
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Step2：Civil3D のツールスペースで「ツールボックス」タブに移動し、「Export Shared Reference….Revit」上で

右クリックし「実行」を選択します。 

 
 

Step3：基点と方向を画面上で指示します。 

   

 

Step4：ダイアログに表示される基点座標と方向角および単位「Meters」を確認します。 

Step5：座標情報が xmlで書き出されるので、書き出す場所を選択して xml ファイルを作成します。 

     （デスクトップなど適当任意の場所で OKです） 

 

  

 

 

一点目 二点目 
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3. Revit上で xml ファイルから座標を設定する 

Step1：Revit を起動し、サンプルデータ「Romulus Arch 2018.rvt」を開きビューを平面図「Level1」に変更しま

す。 

  

Step2：「アドイン」タブに移動し、「Import Shared Coordinates from XML file」をクリックします。 

 

 

Step3：基点と方向を画面上で指示します。 

 

 

Step4：2-Step5で作成した xml ファイルを選択します。   

  

一点目 
二点目 



 

AEC Collection Training Text 
5 

    

Step5：「管理」タブに移動し「位置」をクリックします。 

 

 

Step6：表示されるダイアログの「敷地」タブに移動し、「MySharedRefPoint」を選択して「現在の値にする」

をクリックし、「OK」を押します。 

“警告”メッセージが表示された場合「OK」をクリックしてダイアログを閉じます。 

 

 

Step7：向きを「真北」に変更します。 
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4. Revitから書き出した DWGを Civil3Dに読み込む 

Step1：Revitのビューを 3Dに変更します。 

  

 

Step2：DWG書出を行います。 

  

 

Step3：「書き出し設定を修正」ボタンを押します。 

Step4：「ソリッド」タブに移動し「ACIS ソリッド」を選択します。 

Step5：「単位と座標系」タブに移動し「メートル」と「共有」を選択し、「OK」を押します。 
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Step6：「DWGを書き出す」ダイアログに戻り「次へ」ボタンを押し、適当なフォルダに DWGを書き出します。 

 

  

Step7：Civil3Dに戻り、前項で書き出した DWGを挿入します。 

   

 

Step8：xmlで書き出した正確な位置に DWGが挿入されます。 
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5. FBXを作成し InfraWorksへ読み込む 

Step1：Revitの「アドイン」タブに移動し、「外部ツール」の「Navisworks2018」を選択します。 

 

 

Step2：「Navisworks設定」ボタンを押して座標が「共有」になっている事を確認します。 

 「部屋ジオメトリをエクスポート」「部屋を属性として変換」のチェックを外し「OK」を押します。 

  

Step3：適当なフォルダに NWC ファイルを書き出します。 

  

Step4：Navisworksを起動し、書き出した NWC ファイルを開きます。 

 



 

AEC Collection Training Text 
9 

    

Step5：FBX書き出しを行い、「FBXオプションダイアログで単位を「メートル」に変更します。 

 

Step6：適当なフォルダに FBXを書き出します。 

 

Step7：InfraWorksを起動します。 

※ここで使用する InfraWorksのモデルはAutodesk InfraWorksセルフトレーニングテキストのデータを使用して

おります。InfraWorksのデータ作成につきましてはセルフトレーニングテキスト（基礎編）をご参照下さい。 

http://bim-design.com/infra/training/infraworks.html 

 

http://bim-design.com/infra/training/infraworks.html
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Step8：データソースから 3DModel を選択し Navisworksから書き出した FBXを読み込みます。 

  

Step9：読み込まれた Romulus Arch 2018の上で右クリック「設定」を選択します。 

  

 

Step10：「データソース設定」で下記の通り設定します。 

  

「閉じて再表示」を押します。 
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正しい位置に Revitのデータが配置されます。 
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